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(多施設共同後向き観察研究)」「直腸癌術後局所再発のデータベース作成と臨床病理学的研究

の実施について

研究協力のお願い

当科では「直腸癌術後局所再発のデータベース作成と臨床病理学的研究（多施設共同後向き観察研究)」を

高知医療センター倫理委員会の承認および医療機関の長（院長：小野憲昭）の許可のもと、倫理指針および

法令を遵守して行います。研究目的や研究方法は以下のとおりです。直接のご同意はいただかずに、 この掲

示によるお知らせをもって実施します。

皆様方には研究の趣旨をご理解いただき、本研究へのご協力をお願いします。この研究へのご参加を希望

されない場合、途中からご参加取りやめを希望される場合、また、研究資料の閲覧・開示、個人情報の取り

扱い、その他研究に関するご質問などは下記の問い合わせ先へご連絡ください。

1.研究の対象

2011年1月1日から2023年7月31日までに高知医療センターおよび「3.研究の方法」の参加研究機関に

おいて、直腸癌術後局所再発の治療を受けられた患者さん。

2.研究の目的

本研究の目的は、全国の施設から症例を集積してデータベースを作成し、そのデータベースを解析するこ

とにより、患者さんにとって最大限の利益が期待できる治療の選択方法を模索し、適切な治療方針を提言す

ることです。

3.研究の方法

この研究は日本医科大学付属病院消化器外科を研究代表機関とする多機関共同研究で、研究代表者は日本

医科大学付属病院消化器外科上原圭、研究事務局は名古屋披済会病院外科山東雅紀です。他の参加

研究機関は以下の通りです。

日本医科大学付属病院上原圭、愛知県がんセンター小森康司、浦添総合病院佐村博範、愛媛

大学医学部附属病院押切太郎、大分大学猪股雅史、大阪医科薬科大学李相雄、大阪医療センタ

ー加藤健志、大阪急性期・総合医療センター賀川義規、大阪国際がんセンター安井昌義、大阪

市立総合医療センター井上透、大阪大学医学部附属病院植村守、鹿児島大学病院馬場研二、神

奈川県立がんセンター塩澤学、金沢医科大学病院藤田秀人、金沢大学稲木紀幸、がん・感染症

センター都立駒込病院川合一茂、がん研究会有明病院福長洋介、北里大学医学部内藤剛、岐阜

大学医学部附属病院松橋延壽、九州大学沖英次、京都大学肥田侯矢、京都府立医科大学有田

智洋、久留米大学医学部藤田文彦、厚生高岡病院小竹優範、高知医療センター稲田涼、神戸大

学医学部附属病院掛地吉弘、国立がん研究センター中央病院金光幸秀、国立がん研究センター東病

院伊藤雅昭、国家公務員共済組合連合会浜の町病院植木隆、済生会滋賀県病院中島晋、埼玉医

科大学国際医療センター平能康充、産業医科大学医学部永田淳、順天堂大学医学部附属順天堂医院

坂本一博、大腸肛門病センター高野病院佐伯泰愼、東海大学医学部付属病院山本聖一郎、東京医

科歯科大学絹笠祐介、東京医科大学病院石崎哲央、東京慈恵会医科大学附属病院衛藤謙、東京

大学医学部附属病院石原聡一郎、東北大学病院大沼忍、虎の門病院的場周一郎、名古屋市立大

学病院高橋広城、名古屋大学中山吾郎、奈良県立医科大学小山文一、 日本医科大学武蔵小杉病






